
 眼鏡小売市場を取り巻く関連市場の環境要因図（2012 年～） 

   
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

診療強化 

 

<外資系眼鏡メーカー・ 
眼鏡輸入業者> 

<眼鏡フレーム・既製眼鏡・眼鏡部品メーカー> 
<眼鏡レンズメーカー> 

画像処理機器の進展 
コンパクト・高機能化 
国産品のシェアアップ 
低価格化・省スペース化 

非視力補正レンズの開発強化 
精密加工受注システムの開発 
眼鏡小売店との取引系列強化  
機能コンセプトレンズの開発普及 
スポーツビジョンの取り組み強化 
大手レンズメーカーの再編 
 

産地統一ブランド［ＴＨＥ291］の育成 
フレーム機能開発 海外小売拠点開設 
部品開発 産地の再生 
デザイン開発 ネット市場に拠点開設 
企業連携強化  小売市場への連携強化 
多品種少量化生産への対応強化 
新規事業への取り組み強化 

<眼鏡・眼科機器メーカー> 

取引強化 

ハウスブランド開発 
ネット市場への参入強化 
企業間格差拡大 
企画販売力の強化 
海外市場への対応強化 

コンピュータグラフィックの進
展 
高機能レンズの市場拡大 
脱コンタクトレンズ市場の勃興 
ファッションブティック化進展 
眼科医との連携関係複合化 
子供めがね市場の需要開発進行 
眼科処方箋販売指向の拡大 
百貨店めがね売り場の再生 
災害寄付活動の促進 
メガネの修理・リサイクル化拡大 
シニアマーケットの開発進展 
ＦＣ店舗の店舗数拡大 
アイケアサプリの取扱強化 
 
 
 
 
眼鏡小売店のレンズ販売重視 
全国眼鏡小売店舗数の減少 
眼鏡フレームの原産国表示 
オンラインショップの増加 
眼鏡類市場規模減少 
フレームブランドの価格崩壊 
フレーム・レンズ別売進行 
クラフトショップの誕生 
アンテナショップの出現 
セレクトショップの淘汰進行 
低価格ショップの競合激化 
外資メーカーの小売戦略見直し 
ハウスブランドの開発増加 
ネット小売販売比率の増加 
伊達メガネの販売拡大 
中国小売市場への参入促進 
仕入れ継続性の希薄化 

再生強化 
普及強化 

<眼鏡産地卸> 

取引強化 

<眼鏡消費地卸> 

廃業・事業承継問題の急増 
ブランド開発に注力 
眼鏡関連商品の取り扱い
強化 

役割見直し 

眼 鏡 小 売 市 場 

<異業種企業> 

コンサルティング企業  
業態開発企画企業 
アパレル企業  
ヘルスケア企業 
 

参入強化 

<エンドユーザー> 

アイファッションの多様化 
ネット通販の利用拡大 
予病マーケットの拡大 
視力回復への関心普及 
節約消費への回帰 
非視力補正者の需要増加 
フレーム単体購入者の増加 

関心大 

検眼資格問題継続課題 眼鏡処方の強化 視力矯正診療の多様化 
セルフメディケーションの対応と診療報酬見直し進行  
行政からの啓発活動指導強化  レーシック手術の普及進まず 
トータルビジョンケアへの施策 高齢者疾患の対応強化 

連携進展 

<眼科医> 

<眼鏡用品メーカー> 

高付加価値化 
店頭販売品開発 
アクセサリー化 

日本市場価格の崩壊 
高級ブランド品取引縮小 
小売市場に参入強化  
取引小売店の選別 
スポーツアイテムの強化 
アパレルファッション化  
 

カラコンの高度医療機器認
定 
遠近・乱視製品開発強化 
ケア用品の開発 
使い捨て CL の競合激化  
外資系企業の市場見直し  
価格競争激化 
個人輸入 CL の増加 
ネット小売市場の規制困難  
CL の需要低下進行 
薬事法改正への対応強化 
 

<コンタクトレンズ・ 
用剤・医薬品メーカー> 

品揃え強化 

差別化 

取引低下 

連携強化 

（注） 現在、最も局面的な現象 


